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（訂正）「2008 年度中間期決算説明資料」の一部訂正について 

平成 20 年 11 月６日に公表いたしました「2008 年度中間期決算説明資料」の記載事項に一部訂正を

要する箇所がございましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所には、二重下線を

付して表示しております。 

 

記 
 

【訂正箇所】 10 ページ 財務の健全性と株主還元 （単体自己資本比率（国内基準）について） 

【訂正内容】 

（訂正前） 

株式会社セブン銀行

財務の健全性と株主還元財務の健全性と株主還元
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　・年間配当性向35％を確保

　・今中間期は1株2,100円の配当実施予定
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自己資本比率と株主資本配当率自己資本比率と株主資本配当率

※08年3月期各社決算短信より作成（業種はNOMURA400による区分）

注　株主資本配当率＝配当÷株主資本＝ROE×配当性向

健全な財務健全な財務 高い配当性向高い配当性向

〔自己資本比率（08年度中間期）〕

　・単体自己資本比率（国内基準）（注1）

　　　 41.92％

　・自己資本比率（注2）

　　　　17.0％
　

　注1  銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
　　　 等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを
　　　 判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）に基づき
　　　 算出したもの

注2  中間期末純資産の部から新株予約権を減じたものを中間期末　
　　 資産の部合計で除したもの
　

〔格付（08年9月末現在）〕

　・スタンダード＆プアーズ

　　　（長期ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾃｨｰ格付）　AA-

　・格付投資情報センター

　　　（発行体格付）　　　　　　 　 AA

（％）

（％）
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（訂正後） 

株式会社セブン銀行

財務の健全性と株主還元財務の健全性と株主還元

10

　・年間配当性向35％を確保

　・今中間期は1株2,100円の配当実施予定
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自己資本比率と株主資本配当率
自己資本比率と株主資本配当率

※08年3月期各社決算短信より作成（業種はNOMURA400による区分）

注　株主資本配当率＝配当÷株主資本＝ROE×配当性向

健全な財務
健全な財務

高い配当性向
高い配当性向

〔自己資本比率（08年度中間期）〕

　・単体自己資本比率（国内基準）（注1）

　　　 40.99％

　・自己資本比率（注2）

　　　　17.0％
　

　注1  銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
　　　 等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを
　　　 判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）に基づき
　　　 算出したもの

注2  中間期末純資産の部から新株予約権を減じたものを中間期末　
　　 資産の部合計で除したもの
　

〔格付（08年9月末現在）〕

　・スタンダード＆プアーズ

　　　（長期ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾃｨｰ格付）　AA-

　・格付投資情報センター

　　　（発行体格付）　　　　　　 　 AA

（％）

（％）

 
以上 
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